
 

 

 

 

 

 

２学期が始まってまだ 10日あまりですが、学校にユニークな来校者（ピーやん）があった

り、挨拶運動、着衣泳、陸上練習、４年生社会科見学など、様々な活動が行われました。１つ

１つの活動をとおして、新たな気づきがうまれ、心身の成長に繋がっています。 

 
ピーやんが来校！ 

８月 27日（水）の給食は、花巻産ピーマンを使った「ピーマンの肉 

詰め」でした。それに合わせて、JAいわて花巻の職員の方々と、ピーや 

んが学校を訪問してくれました。 

ピーやんは大きくて教室の中に入ることはできませんでしたが、１・ 

２年生の子ども達は突然のゲストに大喜び。給食に出たピーマンを「美 

味しい！」と言ってバクバク食べる姿をピーやんに見せていました。 

 
３・４年生の合唱合同練習が始まりました。 

10月に行われる市内音楽発表会へ向けて、本格的に練習がスター 

  トしました。８月 27日（水）にはスペシャルテイーチャーとして昨 

年度まで本校に勤務し ていた佐藤結歌先生をお迎えし、声の出し方 

や歌う姿勢などを教えていただきました。楽しく歌ったり踊ったりし 

ながら発声の仕方を身につけることができ、子ども達は、「歌が楽し 

い」という思いをもつことができました。 

今後更に磨きをかけ、楽しく美しい歌声を学習発表会や音楽会で披露してくれることと思い

ます。ご期待ください。 

 

あいさつシャワー運動を行いました。 
 ８月 27日、28日、29日の３日間は、子ども達によるあいさつシ 

ャワー運動期間でした。28日には西南中学校の生徒さん方も入り、 

小中合同のあいさつ運動を行いました。今後も、子ども達の元気なあい 

さつの声が響き渡る笹間第一小学校目指して、全校みんなで頑張ってい 

きたいです。 

 

今年度最後の水泳学習。着衣泳 
            ９月１日（月）は、着衣泳が行われました。着衣泳は、着衣のま 

まと水着の時とどのように違うか体験を通して知り、水遊びの際気 

をつけようとする心構えをもたせることと、水の事故に遭遇した際 

に安全に行動できる能力を身につけることをねらいに行います。６

年生          年生は３回目の体験でもあり、落ち着いて浮くことができました。 
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今年は読書を頑張ろうと、年間６０冊

読破という目標を設定しました。現在

12 冊読破。目標達成にはほど遠いです

が、目標があることで意識して読書に取

り組むことができています。大きくても小

さくても、自分なりの目標を立てること

で、自分の成長につながっていくような

気がしています。 

９月 13日の花巻まつりの

神輿パレードには、笹一小

５・６年生も参加します。 



夏休みの作品応募から 

 

全校の子供たちは、那さんの発表をとおして、２学期のめあてを具体的に持つことができ

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室の先生に夏の思い出インタビュー  

 1・夏の思い出 

 2・夏に食べて美味しかったもの 

  

 

① 税に関する作文より 

  税はみんなを助けてる                  ５年  

ぼくは、前から税があることは知っていました。スーパーマーケットのお金の表示のところ

に、税込の値段がちっちゃく書いてあるのを見たことがあります。でもそれを見て、「どうして小

さく書いてあるんだろう。」と思うだけで、税金のことを深く考えたことはありませんでした。 

１学期の租税教室で学んだことで分かったことは、もしも税がなくなったらとんでもないこと

になるということです。みんなで出し合ったお金があるから、学校や道路や病院があるのだと知

りました。もし税金がなかったら、道はぼこぼこで危ないし、消防車が来なくなるし、学校も無

料では通えなくなってしまうかもしれないと先生が言っていました。それを聞いて「税金って実

はすごく大事なんだ。」と思いました。 

税について考えてみて、税は何に使われるかが気になりました。ニュースや本で調べると、年

金や介護や子育てのために使われていることが分かりました。僕はまだ子供だから年金のことは

実感できないけど、おじいちゃんやおばあちゃんが病院に通えるのは税金のおかげなんだなと気

がつきました。また、保育園や図書館も税金で動いていると聞いてびっくりしました。そう考え

ると、自分も小さい頃から税金の助けを受けて生きてきたんだと思って嬉しくなりました。 

それから、自分なりにこんな税金があったらいいなと考えてみました。本が好きだから「本

税」をつくって、そのお金を本屋さんや図書館に使ったらどうだろうと思いました。もっと本が

読みやすくなるかもしれないし、みんなが勉強できるようになるから良いと思いました。ちょっ

と変なアイデアだけど、けんかをしたらお金を取られる「けんか税」もおもしろいと思いまし

た。けんかをするとお金がかかると分かればみんなけんかをしなくなるかもしれません。 

今回、税について学んだことで、ただお金をとられるものと思っていた税金が、実は、みんな

を助けてくれるものだと分かりました。これから買い物をするときも、「この税金は何に使われる

のかな」と考えてみたいと思いました。そして、将来自分が働いて税金を納める立場になった

ら、みんなのために役立っているんだと思いながらお金を払いたいです。 

②CGC全国児童画コンクールより ４６名出品        ③JA共済児童生徒作品コ

ンクール書道の部より 

 

「ねぶた」 

３年  

「わが家のとうもろこし」 

４年  

楽しい作品、力強い作品など、力作揃いでした。 

保護者の皆様方のご協力、ありがとうございました。 

先生 

1 北海道旅行 

2 小樽で食べたレモン

モンブラン 

先生 

1 川釣り 

２ 銀だこ 


